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川੢ప，ʮ化学薬品の品࣭評価ʯ，੕薬Պ大学（2015.5）

川੢ప，ʮ医薬品の安全性評価について　r…ඇྟচ毒性
試験のن制に͓ける໾ׂ-ʯ，大ࡕ大学薬学部（2015.6）

川੢ప，ʮ健߁・医ྍઓུに͓けるレギュラトリーサイ
エンスの໾ׂʯ，大ࡕ大学大学Ӄ薬学研究Պ（2015.7）

߹田幸޿，ʮ生薬及び׽方製剤の品࣭確保ʯ，国立保健医
ྍՊ学Ӄ・薬ࣄ衛生؅理研म（2015.6）

߹田幸޿，ʮ食薬۠分と違法ドラッグʯ，׽方薬・生薬認
定薬剤師研म会（2015.9）

߹田幸޿，ʮ国立衛研薬品部のࣄ࢓と研究ʯ，昭和薬Պ大
学大学Ӄ（2015.10）

߹田幸޿，ʮ食薬۠分と生薬ʯ，౦ژ೶工大学工学部生໋
工学Պ（2015.11）.

伊౾௡健Ұ，ʮৣ剤なͲの生物学的ಉ等性ʯ，国立保健医
ྍՊ学Ӄ・薬ࣄ衛生؅理研म（2015.6）

Ѩી幸உ，ʮ医薬品の安定性ʯ，国立保健医ྍՊ学Ӄ・薬
衛生؅理研म（2015.6）ࣄ

坂本஌昭，ʮ品࣭試験検査֓論ʯ，国立保健医ྍՊ学Ӄ・
薬ࣄ衛生؅理研म（2015.5）

坂本஌昭，ʮ分析法όリデーシϣンʯ，国立保健医ྍՊ学
Ӄ・薬ࣄ衛生؅理研म（2015.5）

߳औయ子，ʮ౷ܭ学的評価法ʯ，国立保健医ྍՊ学Ӄ・薬
衛生؅理研म（2015.5）ࣄ

খ出達夫，ʮ理化学試験機֓ث論ʯ，国立保健医ྍՊ学Ӄ・
薬ࣄ衛生؅理研म（2015.5）

ੴ井明子，ʮόイΦ医薬品の開発と品࣭・安全性確保　
ʙ߅体医薬品の副作用ʙʯ，高崎健߁෱ࢱ大学評価医ྍ
Պ学講ٛ（2015.5）

ੴ井明子，ʮόイΦ医薬品の開発と品࣭・安全性確保ʯ，
大ࡕ大学大学Ӄ薬学研究Պ講ٛ（2015.7）

ੴ井明子，ʮόイΦ医薬品֓論ʯ，ԣ඿ࢢ立大学生໋医Պ
学研究Պ講ٛ（2015.10）

೔޲ণ࢘，ʮ߅体医薬品の薬ޮ発ݱにӨڹするҼ子に関
する研究ʯ，明࣏薬Պ大学薬学部（2015.5）

花尻（木倉）瑠理，ʮࢦ定薬物のݱ状と違法ドラッグの
分析法についてʯ，平成27年度ࢦ定薬物分析研म会議

（2015.11）

内山奈穂子，ʮݥةドラッグ製品の分析及び成分のಉ定
についてʯ，平成27年度ࢦ定薬物分析研म会議（2015.11）

田中理恵，ʮࢦ定薬物の分析法とデータϕースについてʯ，
平成27年度ࢦ定薬物分析研म会議（2015.11）

緒方潤，ʮ২物系ݥةドラッグ製品のج原২物についてʯ，
平成27年度ࢦ定薬物分析研म会議（2015.11）

佐藤ཅ࣏，ʮ࠶生医ྍʗ細胞࣏ྍに用いΒれる細胞のʮ品
࣭ʯと͸ʯ，名古԰ࢢ立大学大学Ӄ薬学研究Պ　創薬生
໋Պ学特別講ٛ（2015.6）

佐藤ཅ࣏，ʮ࠶生医 ・ྍ細胞࣏ྍに用いΒれる細胞のʮ品
࣭ʯと͸ʯ，大ࡕ大学大学Ӄ薬学系研究Պレギュラトリー
サイエンス連ܞ講ٛ（2015.6）

佐藤ཅ࣏，ʮ医薬品等レギュラトリーサイエンス֓
論ʯ，౦ژ大学大学Ӄ薬学系研究Պ医薬品評価Պ学講ٛ

（2015.9）

佐藤ཅ࣏，ʮ࠶生医ྍ・細胞࣏ྍに͓けるʮ細胞の品࣭ʯ
と͸ʁʯ，܈അ大学大学Ӄ医学系研究Պະ来医ྍू中講
ٛ演श（2015.12）

ᖒ田ཹ美，ʮ࠶生医ྍ等製品の品࣭・安全性・有ޮ性の
確保のたΊの研究ʯ，͓஡の水ঁ子大学大学Ӄ人間文化
創成Պ学研究Պ　ӫཆ化学特論（2016.1）

内藤װ඙，ʮプロテインノックμウン法の開発と創薬΁
のԠ用ʯ，平成27年度ܚԠ大学薬学部　όイΦと医ྍ・
ゲノム医学（2015.5）

内藤װ඙，ʮඪ的医薬品の創製ʯ，平成27年度昭和薬Պ大
学講ٛ（2015.5）
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内藤װ඙，ʮ遺伝子࣏ྍのྺ࢙とະ来ʯ，平成27年度౦ژ
大学薬学部　細胞生物学特論（2015.9）

ླ木޹ণ，ʮ大学Ӄ特別講ٛʯ，ԣ඿ࢢ立大学大学Ӄ…
（2015.10）

৽ޗ৳ݟ，ʮ医ྍ機֓ث論ʯ，大ࡕ大学大学Ӄ薬学研究Պ
（2015.7）

ञ井৴夫，ʮ食物アレルギーってなんͩʁʯ，平成27年度
ੈ田୩۠立用լখ学ߍՆق体験的学श講（2015.7）࠲

河上強志，ʮ਎ۙな家庭用品の安全性ʯ，౦ژ೶業大学大
学Ӄ（2016.1）

౉ᬒ敬浩，ʮ国ࡍ的に認ΊΒれる分析݁Ռの品࣭ʯ，平成
27年度食品衛生検査ࢪઃ৴པ性確保部門੹೚ऀ等研म会

（2015.5）

松田りえ子，ʮISO�IEC17025にͮ͘ج試験݁Ռの৴པ性
保ূʯ，平成27年度食品衛生検査ࢪઃ৴པ性確保部門੹
೚ऀ等研म会（2015.5）

根本了，ʮ食品にཹ࢒する೶薬等のن制と公ࣔ試験法に
ついてʯ，国立保健医ྍՊ学Ӄ平成27年度୹ظ研म食೑
衛生検査研म（2015.6）

౉ᬒ敬浩，ʮଥ౰性確認の理૝とݱ実ʯ，（Ұ社）食品衛
生ొ࿥検査機関ڠ会平成27年度ਫ਼度؅理研म会（2015.7）

ย岡༸平，ʮミωラルウΥータҰྨの検査に用いΒれる
分析法についてʯ，（Ұ社）食品衛生ొ࿥検査機関ڠ会平
成27年度ਫ਼度؅理研म会（2015.7）

穐山浩，ʮ食品安全分野のレギュラトリーサイエンスʯ，
大ࡕ大学大学Ӄ薬学研究Պ（2015.7）

根本了，ʮཹ࢒೶薬等試験法について…ʵ畜水産物を中心
にʵʯ，第33ճ全国食೑衛生検査所ڠ議会理化学部会研
म会（2015.10）

穐山浩，ʮઌ୺研究成ՌかΒのࣄ業化ʯ，ࡾॏ大学大学Ӄ
஍Ҭイノϕーシϣン学Պ（2015.10）

穐山浩，ʮ食品部の঺介ʯ，昭和薬Պ大学生のૣظ体験学
शとしての研究機関ݟ学（2015.10）

穐山浩，ʮ食品中アレルゲンのリスク評価ʯ，౦ژ೶工大
学工学部（2015.11）

穐山浩，ʮ食品中の検査方法の国ࡍ的なϋーϞナイθー
シϣンʯ，（公社）೔本食品衛生ڠ会…2015年度ʰ食品の
༌出ਪ進に܎る講श会 （ɦ2015.12）

穐山浩，ʮ食品分野のレギュラトリーサイエンスʯ，౦ژ
大学೶学部（2015.12）

౉ᬒ敬浩，ʮ食品֨ن΁のద߹を໨的とした検査に͓け
るサンプリングのҙຯと໾ׂʯ，平成27年度食品安全に
るՊ学ηミナー（2016.1）܎

根本了，ʮ食品中のཹ࢒೶薬等の公ࣔ試験法の開発につ
いてʯ，（Ұ社）研究産業・産業ٕज़ৼڠڵ会ઌಋٕज़研
究会ʮ食の安全専門調査研究会ʯ（2016.1）

根本了，ʮ食品中のཹ࢒೶薬等公ࣔ試験法開発に関する
最ۙの動޲についてʯ，（Ұ社）食品衛生ొ࿥検査機関ڠ
会平成27年度ཹ࢒೶薬等研म会（2016.1）

鍋師裕美，ʮ食品中の์ࣹ性物࣭΁のରԠについてʯ，大
大学薬学部食品安全学講ٛ（2016.1）ࡕ

౉ᬒ敬浩，ʮ国ࡍ的に΋௨用する分析݁Ռの品࣭ʯ，中国
࢛国厚生ہ平成27年度検査ਫ਼度؅理業務研म会（2016.2）

౉ᬒ敬浩，ʮ国ࡍ的に΋認ΊΒれる分析݁Ռの品࣭ʯ，（Ұ
社）食品衛生ొ࿥検査機関ڠ会平成27年度業務؅理研म
会・౦（2016.2）ژ

౉ᬒ敬浩，ʮ国ࡍ的に΋認ΊΒれる分析݁Ռの品࣭ʯ，（Ұ
社）食品衛生ొ࿥検査機関ڠ会平成27年度業務؅理研म
会・大（2016.2）ࡕ

ย岡༸平，ʮ食品のヒ素分析とઁऔ量ਪ定ʯ，第33ճ౔・
水研究会・つ͘͹（2016.2）

穐山浩，ʮ食品部の঺介ʯ，࡛玉ݝの高ߍ生をର৅とした
所内ݟ学（2016.2）

大槻崇，ʮఱવ物֓論（7）食品とఱવ物化学ʯ，千葉大
学（2015.11）

ਿ本௚樹，ʮఱવ有機化߹物の機ث分析法に関する研究ʯ，
明࣏薬Պ大学健߁薬学コース（2015.5）
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ਿ本௚樹，ʮ定量NMRと͸ʁʯ，੕薬Պ大学大学Ӄ
（2015.10）

࿡ࣛݩ雄，ʮ食品用ث۩・༰ثแ装の࣭ࡐとͦの特性ʯ，
実ફঁ子大学（2015.12）

࿡ࣛݩ雄，Ѩ部裕，ʮաマンガン酸カリウムফඅ量，
TOCの実शʯ，ث۩・༰ثแ装研म会（2015.11）

河村葉子，ʮ食品แ装及びแ装ࡐྉの安全性と法ن制ʯ，
೔本แ装ٕज़ڠ会平成27年度แ装アカデミー（2015.9）

河村葉子，ʮ食品ఴ加物の開発とن制ʯ，౦ژ೶工大学
（2015.10）

河村葉子，ʮ食品用ث۩・༰ثแ装に͓ける法ن制ʯ，౦
೶工大学（2015.12）ژ

ே倉宏，ʮ家畜ඍ生物学ʯ，౦ژ೶業大学（2015.4）

ே倉宏，ʮカンϐロόクター食中毒のӸ学と食೑・食ௗ
೑衛生に関Θる課題ʯ，国立保健医ྍՊ学Ӄ食೑衛生検
査研म（2015.6）

ே倉宏，ʮઙ௮け製଄ࢪઃに͓けるリステリア・Ϟノサ
イトゲωスԚછ実態の検ূと衛生ൣن改正લޙͰのࢦඪ
畜産޿૓動態のൺֱ解析についてʯ，ଳە਺なΒびにە
大学特別講ٛ（2015.11）

ே倉宏，ʮઙ௮け΍スプラウト等の೶産物の衛生؅理ʯ，
౦ژ೶工大学レギュラトリーサイエンス学（2015.11）

ே倉宏，ʮカンϐロόクター食中毒の分子Ӹ学ʯ，ذෞ大
学大学Ӄ्医学特別実験III実ફ実श（2015.12）

大৓௚խ，ʮマリンόイΦトキシンʯ，明࣏薬Պ大学特別
講ٛ（2015.4）

大৓௚խ，ʮԼཀྵ性֋毒（Φカμ酸܈）の৽ن制஋と検
査法ʯ，厚生࿑ಇল食品安全部平成27年度食品安全行政
講श会（2015.5）

大৓௚խ，ʮԼཀྵ性֋毒（Φカμ酸܈）の৽ن制஋と検
査法ʯ，厚生࿑ಇল食品安全部平成27年度食品衛生検査
ઃ৴པ性確保部門੹೚ऀ等研म会（2015.5）ࢪ

Oshiro…N,… lOccurrence… of… ciguatera… fish…poisonings…

in… Japan… and… development… of… LC�MS… analysis…
of… ciguatoxinsz,… Graduate… Seminar… of… Faculty… of…
Pharmaceutical…Sciences,…Prince…of…Songkla…University…
(2015.9)

大৓௚խ，ʮ食中毒化学（ւ産ࣗવ毒）ʯ，麻෍大学特別
講ٛ（2015.12）

大৓௚խ，ʮマリンόイΦトキシンʯ，国立保健医ྍՊ学
Ӄ平成27年度食品衛生ة機؅理研म（2016.1）

大৓௚խ，ʮԼཀྵ性֋毒の分析についてのݱ状と課題ʯ，
平成27年度஍方衛生研究所全国ڠ議会衛生理化学分野研
म会（2016.2）

岡田由美子，ʮリステリア・Ϟノサイトゲωスの試験法ʯ，
国立保健医ྍՊ学Ӄ平成27年度食品衛生ة機؅理研म

（2016.1）

野田衛，ʮノロウイルスに関する特別講ٛʯ，๺ཬ大学特
別講ٛ（2015.9）

野田衛，ʮノロウイルスの検査法ʯ，…ؠ手大学特別講ٛ
（2015.7）

野田衛，ʮウイルス性食中毒についてʯ，…明࣏薬Պ大学特
別講ٛ（2015.4）

野田衛，ʮウイルス性食中毒についてʯ，国立保健医ྍՊ
学Ӄ平成27年度食品衛生ة機؅理研म（2016.1）

工藤由ى子，ʮ௎؅出݂性大௎ە（6݂清܈）の検査法の
実शʯ，೔本食品衛生ڠ会（2015.6）

౉ล麻衣子，ʮ食品ਅەの検査　ʕҟ物としてのਅەと
ͦのಉ定ʕʯ，国立保健医ྍՊ学Ӄ平成27年度食品衛生
機؅理研म（2016.2）ة

౉ล麻衣子，ʮಉ定がͰ͖るඪ本作製ʯ，第36ճηミナー
（NPO法人カϏ૬ஊηンター）（2016.3）

౉ล麻衣子，ʮ発 ・߬෗ഊ・カϏ毒ʖ食とカϏのෆࢥ議ʖʯ，
平成27年度第2ճサイエンスカフェ（͞いた·ࢢ保健෱
（2016.3）（ہࢱ

大੢߂و，ʮ食中毒かΒ਎をकΖ͏ʙ最ۙ࿩題の食中毒
のݱ状とରࡦʙ　د生஬性食中毒についてʯ，（Ұ社）川
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崎ࢢ食品衛生ڠ会公開講（2015.11）࠲

大੢߂و，ʮد生஬による৽しい食中毒ʯ，ذෞ大学・्
医学特別実験ᶙ…実੷実श（2015.12）

大੢߂و，ʮ生食を原Ҽとする৽しいد生஬性食中毒ʯ，
大ࡕ大学薬学部食品安全学特別講ٛ（2015.12）

大੢߂و，ʮڕ೑に͓ける原Ҽෆ明食中毒の究明とରࡦʯ，
国立保健医ྍՊ学Ӄ平成27年度食品衛生ة機؅理研म

（2016.1）

٠஑裕，ʮ原Ҽෆ明食中毒と医薬品のඍ生物学的安全性
確保についてʯ，明࣏薬Պ大学薬学部（2015.4）

٠஑裕，ʮレギュラトリーサイエンス講࠲薬食衛生ඍ生
物分野講ٛʯ，大ࡕ大学大学Ӄ薬学研究Պ（2015.6）

٠஑裕，ʮ国ຽとのՊ学・ٕज़ର࿩社会ʯにରするऔり
૊Έ，ʮiPS…細胞等由来樹状細胞を用いたエンドトキシ
ン等発೤性物࣭検出法の開発ʵΦκンա酸化水素ࠞ߹ガ
ス໓ە法とエンドトキシン等発೤性物࣭ෆ活化に関する
研究ʵʯ，平成27年度೔本医ྍ研究開発機ߏ研究අ創薬
業研究成Ռ発表会（2016.2）ࣄ൫ਪ進研究ج

ۙ藤Ұ成，ʮ͖の͜による食中毒ʯ，国立保健医ྍՊ学Ӄ
平成27年度୹ظ研म食品衛生ة機؅理研म（2016.1）

ۙ藤Ұ成，ʮ࣍ੈ୅遺伝子૊׵えٕज़ʯ，国立保健医ྍՊ
学Ӄ平成27年度୹ظ研म食品衛生ة機؅理研म（2016.1）

安達玲子，ʮૅجかΒ学Ϳ特定原ࡐྉ表ࣔ…ʙಋ入のഎܠ
かΒ৽しい表ࣔ法に͓けるऔѻい·Ͱʙʯ，೔本食品衛
生ڠ会食品衛生研究所食物アレルギー検査実श（2015.7）

य़೔文子，ʮ食品安全に͓けるリスクアηスメントʯ，国
立感છ঱研究所FETPॳظ研म講ٛ（2015.4）

य़೔文子，ʮ食品ഔ介有֐ඍ生物のリスクアηスメント・
༧測ඍ生物学ʯ，ژ౎大学೶学部ʮ食品安全学ᶘʯ講ٛ

（2015.5）

੨木良子，ʮ医薬品を安全に͏࢖たΊに，ւ外の副作
用৘報をར用するʯ，౦๺大学薬学部感છ঱学講ٛ

（2015.11）

੊山智߳子，ʮ食の安全と薬学ʯ，౦๺大学薬学部（2015.6）

੊山智߳子，ʮリスクアナリシスによる食品の安全性確
保ʯ，第40，41ظ食品保健ࢦಋ士ཆ成講श会（2015.7，
2015.11）

੊山智߳子，ʮ΄んと͏のʰ食の安全ʱをߟえるʯ，Ѫඤ
大学ڭҭ学部（2015.7）

੊山智߳子，ʮリスク分析と༷ʑなリスクʯ，千葉大学Ԃ
ܳ学部公開講࠲食の安全と安心（2015.10）

੊山智߳子，ʮ食品中化学物࣭のリスク評価についてʯ，
෱岡ঁ子大学（2015.12）

੊山智߳子，ʮ食品中化学物࣭のリスク評価についてʯ，
৓大学（2016.1）ٶ

੊山智߳子，ʮ食品中化学物࣭のリスク評価ʯ，平成27年
度食品衛生ة機؅理研म（2016.2）

੊山智߳子，ʮ食品安全リスク分析かΒΈた健߁食品ʯ，
ফඅऀி職員޲けษ強会（2016.2）

平成大学（2015.6）ژえ方ʯ，ఇߟ೚୓也，ʮӸ学のྺ࢙とࠓ

平成大学ژඪʯ，ఇࢦ೚୓也，ʮස度と分෍に関するࠓ
（2015.6）

平成大学（2015.6）ژ೚୓也，ʮ研究デβイン（̍）ʯ，ఇࠓ

平成大学（2015.6）ژ೚୓也，ʮ研究デβイン（̎）ʯ，ఇࠓ

平成大学ژʯ，ఇ܎೚୓也，ʮภり，ަབྷとҼՌ関ࠓ
（2015.6）

平成大学（2015.6）ژ೚୓也，ʮスクリーニングʯ，ఇࠓ

中村྄介，ʮ医薬品のॏಞ副作用と発঱関連όイΦマー
カーʯ，౦๺大学（2015.6）

ᜊ藤嘉朗，ʮޙൢࢢ安全ରࡦに関する行政ࡦࢪについてʯ，
ఇژ平成大学（2015.7）

ᜊ藤嘉朗，ʮ遺伝子マーカーについてʯ，ఇژ平成大学
（2015.7）

ᜊ藤嘉朗，ʮがんऀױに͓けるイリノテカン・ゲムシタ
Ϗンの薬物動態解析及び関連遺伝子多ܕ解析についてʯ，
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ఇژ平成大学（2015.7）

ᜊ藤嘉朗，ʮॏ঱薬਄発঱に関連する遺伝子マーカーに
ついてʯ，ఇژ平成大学（2015.7）

ᜊ藤嘉朗，ʮ薬物性؊ো֐と༧測・਍அόイΦマーカー
についてʯ，ఇژ平成大学（2015.7）

ᜊ藤嘉朗，ʮメタϘロミクス解析とͦの副作用マーカー
୳索΁のԠ用ʯ，ఇژ平成大学（2015.7）

佐井ߐ܅，ʮ副作用ࣗ発報告データϕースについてʯ，ఇ
平成大学（2015.9）ژ

佐井ߐ܅，ʮ医ྍ৘報データϕースを用いた副作用検出
についてʯ，ఇژ平成大学（2015.9）

佐井ߐ܅，ʮ医ྍ৘報データϕースのར活用性についてʯ，
ఇژ平成大学（2015.9）

ᴡ藤公྄，ʮ薬学΁のট଴ʯ，千葉大学（2015.12）

中村྄介，ʮ医薬品のॏಞ副作用ʙ…ൽෘ毒性を中心に…
ʙʯ，౦๺大学（2015.12）

ᜊ藤嘉朗，ʮ医薬品開発に͓ける؊毒性評価ʯ，౦๺大学
（2015.12）

ᜊ藤嘉朗，ʮ医薬品の製଄ൢചޙの安全性確保に関する
行政ࡦࢪと医ྍ৘報データϕースを用いた研究ʯ，౦๺
大学（2015.12）

ᜊ藤嘉朗，ʮゲノム薬理学の最લઢʯ，๺ཬ大学大学Ӄ
（2016.1）

๺嶋૱，ʮ最ઌ୺毒性研究の঺介ʯ，౦ژ大学೶学部्医
学Պʮ毒性学実शʯ特別講ٛ（2015.5）

佐藤薫，ʮ薬͸Ͳのよ͏にして作Βれるかʯ，܈അ大学医
学部Ԡ用ૅج医学講ٛ（2015.10）

খ川久美子，ʮ化学物࣭の安全性͸Ͳのよ͏に調΂Β
れているのかʁʯ，੩岡ݝ立大学大学Ӄ݄ྫηミナー

（2015.5）

ਿ山ܓҰ，ʮӫཆ保健ʯ，౦ژ医ՊࣃՊ大学（2015.6）

瀬明඙，ʮ化学物࣭の定量的リスク評価手法ʻレギュ޿
ラトリーサイエンス講࠲ʼʯ，大ࡕ大学大学Ӄ薬学研究
Պ（2015.7）

̎ɽߨ　ԋ
川੢ప，ʮ第十ࣣ改正೔本薬ہ方に͓ける改正のͶΒ
いとޙࠓ…ʵ製法໰題検討খ委員会Ͱの議論に関連して
ʵʯ，医薬品医ྍ機ثレギュラトリーサイエンスஂࡒ೔
本薬ہ方に関する研म会（2015.4）

川੢ప，ʮ17改正薬ہ方とޙࠓʯ，医薬品医ྍ機ثレギュ
ラトリーサイエンスஂࡒレギュラトリーサイエンス　エ
キスύート研म会（2015.11）

߹田幸޿，ʮ健߁食品の分析かΒݟえて͖た品࣭に関す
る課題と，機ೳ性表ࣔ食品について試験検査ηンターͰ
出来る͜とʯ，平成27年度೔本薬剤師会試験検査ηンター
連བྷڠ議会講演会（2015.6）

߹田幸޿，ʮ生薬・生薬製剤の品࣭，MSによる成分分析
とج原確認ʯ，サーϞサイエンティフィックϢーβーζ
フΥーラム（2015.7）

߹田幸޿，ʮ೔本薬ہ方の最ۙのऔり૊Έɿ第17改正೔
本薬ہ方，化学薬品・生薬等を中心としてʯ，富山最৽
トレンドηミナー 2015（2015.10）

߹田幸޿，ʮ೔本薬ہ方生薬等関連のトϐックスʯ，೔本
薬剤師会試験検査ηンターٕज़研म会（2015.12）

߹田幸޿，ʮ医薬品等の分析・試験法をΊ͙る࿩題，೔
本薬ہ方第17改正等について，生薬等関連の試験法のト
ϐックスʯ，第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会

（2015.12）

Goda…Y,… lIntroduction… of… qNMR… to… the… Japanese…
Pharmacopoeia… (JP)… for… specification… of… marker…
compounds… used… for… standardization… of… herbal…
medicinesz,… 2015… FHH… Sub-Committee… 2…meeting,…
(2015.6)

Goda , … Y, … lExperience… in… Japan� … Analysis… and…
identification… of… illegal… constituents… in… health… food…
products… implicitly… advertizing… tonic… or… slimming…
effect… in… the…National… Institute… of…Health…Sciencesz,…
International…Conference… on… Illegal…Medicines… and…
Adulterated…Dietary…Supplements,…(2015.9)
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Goda… Y,… lPast,… present… and… future… of… forum… of…
harmonization… of… herbal…medicines… (FHH)z,… 15th…
FERCAP…Ingternational…Conference,…(2015.11)

߹田幸޿，ʮレギュラトリーサイエンスかΒݟた生薬と
薬用ݯࢿの課題ʯ，೔本学ज़会議薬学委員会生物系薬学
分Պ会，Պ学・物理化学系薬学分Պ会講演会（2016.1）

坂本஌昭，ʮJ-GMPの国ࡍ੔߹化及びグローόル品࣭保
ূに͓ける品࣭試験検査の໾ׂとల๬ʯ，平成27年度医
薬品・化হ品等品࣭؅理研म会（2015.10）

坂本஌昭，ʮ医薬品製଄及び品࣭保ূの国ࡍ動޲とPAT
のల๬…ʙレギュラトリーサイエンスの؍఺かΒʙʯ，第
1ճ製剤とఴ加剤研究会シンポジウム（2015.11）

加藤͘Έ子，ʮナノ医薬品のガイドラインҊ等のࡦ定΁ʯ，
೔本薬物動態学会第30ճ年会（2015.11）

加藤͘Έ子，ʮナノテクノロジーԠ用医薬品の特性評価
研究ʯ，第26ճクロマトグラフィーՊ学会議（2015.11）

Sakai-Kato…K,… zCurrent… initiatives… for… regulatory…
science… of… nanomedicines… in… Japanz,…The…European…
Summit…for…clinical…nanomedicines…2015…(2015.6)

加藤͘Έ子，ʮDDS製剤のྟচԠ用に޲けたレギュラ
トリーサイエンス研究の໾ׂʯ，೔本薬剤学会第30年会

（2015.5）

加藤͘Έ子，ʮDDS製剤のレギュレーシϣンɿナノ医薬
品を中心にʯ，大ࡕ医薬品ڠ会ٕज़研究委員会特別講演
会，（2015.4）

ੴ井明子，ʮόイΦ医薬品の開発・品࣭安全性確保と薬
物動態ʯ，薬物動態ஊ࿩会4݄ྫ会（2015.4）

ੴ井明子，ʮシングルϢースシステムを用いて製଄͞れ
るόイΦ医薬品の品࣭確保に関するఏݴについてʯ，ό
イΦインμストリーڠ会　όイΦエンジニアリング研究
会シングルϢースখ委員会講演会（2015.7）

ੴ井明子，ʮόイΦ医薬品の品࣭に関するޙࠓのల๬ʯ，
　レギュラトリーサイエンス　エキスύート研म会・専
門コース　医薬品の製଄ʗ品࣭分野Ͱಇ͘ヒトのたΊの
エッηンシϟル研म会（2015.11）

ੴ井明子，ʮシングルϢースシステムを用いて製଄͞れ
るόイΦ医薬品の品࣭リスクマωジメントʯ，όイΦ
ロジカルζ（タンύク医薬）製଄ٕज़研究会ηミナー

（2015.11）

解析࠯౶，޲ʮ౶タンύク࣭医薬品の開発動，و井ଇڮ
ٕज़のݱ状と課題についてʯ，第6ճグライコόイΦロジ
クス研究会（2015.11）

ੴ井明子，ʮόイΦシミラー開発に͓けるಉ等性ʗಉ࣭
性評価ʯ，౦薬工ηミナー　όイΦシミラーのݱ状と課
題　（2015.12）

ੴ井明子，ʮ߅体医薬品の品࣭・有ޮ性・安全性とFc受
༰体ʯ，όイΦインμストリーڠ会　lະ来΁のόイΦٕ
ज़zษ強会　Fc受༰体（FcR）を௨してߟえる߅体医薬
品の進化と品࣭؅理（2015.12）

原Ԃܠ，ʮ第十ࣣ改正೔本薬ہ方に͓いて৽たにઃけ
Βれる生物試験法（౶࠯試験法等）のҰൠ試験法及び
方に関する研म会ہ৘報についてʯ，第15ճ೔本薬ߟࢀ

（2016.1）

袴塚高志，zRegulations…for…quality…assurance…of…Kampo…
medicines…in…Japanz，中国޿౦ল᏿ೆ大学伝౷薬物討論
会（2015.6）

花尻（木倉）瑠理，ʮ߹成カンナϏノイドの法ن制とྲྀ
௨実態ม化ʯ，೔本法中毒学会第34年会シンポジウム

（2015.6）

袴塚高志，ʮ生薬関連分野に͓ける第17改正೔本薬ہ方
の改正内༰及び最ۙの国ࡍ動޲についてʯ，薬用২物
フΥーラム2015（2015.7）

花尻（木倉）瑠理，ʮݥةドラッグの法ن制とྲྀ௨実態
のม化ʯ，2015年第2ճTMS研究会講演会（2015.7）

花尻（木倉）瑠理，ʮݥةドラッグをいかに分析するかʯ，
第28ճόイΦメディカル分析Պ学シンポジウム（2015.8）

政田͞΍か，ʮఱવ物医薬品の安全性及び品࣭確保に関
する研究ʯ，೔本生薬学会第62ճ年会（2015.9）

花尻（木倉）瑠理，ʮݥةドラッグの実態とରࡦʯ，೔本
分析化学会第64年会シンポジウム（2015.9）
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花尻（木倉）瑠理，ʮݥةドラッグのʮݥة性ʯをͲ͏
評価するかʁʯ，衛生薬学・ڥ؀トキシコロジーフΥー
ラム2015（2015.9）

花尻（木倉）瑠理，ʮݥةドラッグྲྀ௨実態調査に͓け
る࣭量分析の໾ׂʯ，第40ճ೔本医用マススϖクトル学
会年会（2015.9）

袴塚高志，ʮແঝ認ແڐՄ医薬品と食薬۠分についてʯ，
ҵ৓ݝ薬剤師会検査ηンター医薬品研म会（2015.10）

袴塚高志，ʮ生薬・生薬製剤に関する最ۙの࿩題ʯ，೔本
生薬学会関੢ࢧ部秋ظ講演会（2015.10）

袴塚高志，ʮリスク۠分にͮجいた生薬・׽方製剤の
安全な࢖用についてʯ，第44ճ生薬分析シンポジウム

（2015.10）

花尻（木倉）瑠理，ʮݥةドラッグによるඃ֐を๷͙た
Ίにʯ，平成27年度関੢޿Ҭ連߹ݥةドラッグ୲౰ऀ研
म会特別講演（2015.11）

花尻（木倉）瑠理，ʮݥةドラッグのྲྀ௨実態のม化ʯ，
第52ճ೔本൜ࡑ学会総会特別講演（2015.11）

袴塚高志，ʮہ方生薬に関する最ۙの࿩題ʯ，第31ճ生薬
に関する࠙ஊ会（2015.12）

袴塚高志，ʮఱવ物医薬品の品࣭・安全性確保のたΊの
評価法のઓུ的開発ʯ，平成26年度厚生࿑ಇՊ学研究委
ୗඅ　創薬ج൫ਪ進研究ࣄ業…研究成Ռ発表会（2016.2）

ؙ山卓郎，ʮ生薬の遺伝子ؑ別とࢦඪ成分分析…-酸ᑨਔ，…
๷෩-ʯ，大ࡕ生薬ڠ会ٕज़部会（2016.2）

花尻（木倉）瑠理，ʮSFE�SFCを用いた生体試ྉ中ཚ用
薬物の分析についてʯ，第14ճSFC研究会講演（2016.2）

袴塚高志，ʮ生薬なΒびに׽方製剤のඍ生物試験法のݱ
状とক来に޲けてのల๬ʯ，第31ճGMPとόリデーシϣ
ンをΊ͙るॾ໰題に関するシンポジウム　ʵ第17改正೔
本薬ہ方の最৽৘報を౿·えてʵ（2016.3）

袴塚高志，ʮ׽方・生薬製剤のݱ状と伝౷医学国ࡍඪ४
化の動޲についてʯ，奈良ݝ医薬品製଄ൢച業等؅理ऀ
講श会（2016.3）

袴塚高志，ʮ生薬・׽方生薬製剤の品࣭؅理に܎る国ࡍ
調和ʯ，೔本׽方生薬製剤ڠ会理ࣄ会講演会（2016.3）

袴塚高志，ʮ医ྍ用׽方製剤のঝ認ਃ੥についてʯ，೔本
薬学会第136年会　Ұൠシンポジウム　エフェドリンア
ルカロイドআڈ麻ԫエキスの創薬に޲けたऔり૊Έʙఱ
વ物医薬品の開発に͓けるϒレイクスルーを໨ࢦしてʙ

（2016.3）

花尻（木倉）瑠理，ʮݥةドラッグの法ن制とྲྀ௨実態
ม化ʯ，第…89…ճ೔本薬理学会年会ڭҭηミナー（2016.3）

佐藤ཅ࣏，ʮ࠶生医ྍの৽しい法ن制とւ外のن制ʯ，
第5ճヒューマンサイエンス調査報告ॻ発表会がん等
のֵ৽的࣏ྍ法のԤถͰの進లと࠶生医ྍのن制動޲

（2015.7）

佐藤ཅ࣏，ʮ細胞を用いた࠶生医ྍをऀױにಧけるたΊ
の法੔උと品࣭・安全性評価研究ʯ，平成27年度国立医
薬品食品衛生研究所シンポジウム（2015.7）

佐藤ཅ࣏，ʮඇྟচ試験等のѻいの違いについてʯ，܊ו
生医ྍ産業化サミット2015（2015.8）࠶

佐藤ཅ࣏，ʮ࠶生医ྍの଄जᙾ性試験についてʯ，࠶܊ו
生医ྍ産業化サミット2015（2015.8）

佐藤ཅ࣏，ʮ࠶生医ྍ等製品ʗ特定細胞加工物の品࣭・
安全性確保のたΊの課題ʯ，平成27年度ਆ࠶ށ生医ྍษ
強会（第2ճ）（2015.8）

Yasuda… S,… lJapanese… regulations… for… regenerative…
medicine…and…cell-based… therapyz,…KMUTT’s…Special…
Seminar…on…Regenerative…Medicine…Opportunities… in…
Thailand…and…Japan…（2015.8）

佐藤ཅ࣏，ʮ࠶生・細胞医ྍ製品部の研究঺介ʕ࠶生医
ྍ実用化のたΊの試験法開発ʕʯ，第35ճヒューマンサ
イエスૅج研究講श会ʮ国立医薬品食品衛生研究所に͓
ける研究活動ʯ（2015.9）

佐藤ཅ࣏，ʮ࠶生医ྍ等製品（細胞加工製品）に܎るن
制の঺介とͦの଄जᙾ性評価のߟえ方ʯ，ヒューマンサ
イエンスৼنஂࡒڵ制動޲調査൝ษ強会（2015.9）

佐藤ཅ࣏，ʮ࠶生医ྍ等製品の製଄・品࣭؅理に関する
制と試験法の開発ʯ，BioJapan…2015（2015.10）ن
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Sato…Y,… lJapan’s… Current… Standard… for… Biological…
Ingredients�…Eligibility…of…Raw…Materials… in…the…Global…
Development… of…Cell-Based…Therapeutic…Productsz,…
BioJapan…2015…(2015.10)

Yusa,…K,… lViral… Safety… for…Cell-Based…Therapeutic…
Productsz,…Pathogen…Clean…Asia…Summit…2015,…The…3rd…
Annual…viral…Safety…of…Biologics…Forum…(2015.10)

佐藤ཅ࣏，ʮレギュラトリーサイエンスのࢹ఺かΒݟた
，生医ྍʕ細胞の品࣭・安全性確保のたΊの課題ʕʯ࠶
関੢ױ࣬؟研究会（2015.11）

佐藤ཅ࣏，ʮ࠶生医ྍ等製品ʗ特定細胞աڈ物を実用化
する上Ͱの品࣭・安全性のߟえ方ʯ，第37ճ೔本όイΦ
マテリアル学会大会解説講（2015.11）࠲

Sato…Y,… lTumorigenicity…Testing… for…Regenerative…
Medical…Productsz,…DIA…Japan…2015…(2015.11)

Miura…T,…lThe…Laws…and…Regulations…for…Regenerative…
Medicine… and…Cell-Based…Therapy… in… Japanz,…World…
Stem…Cell…Summit…15…(2015.12)

佐藤ཅ࣏，ʮヒトES�iPS細胞加工製品の実用化について
の薬学的ࢹ఺ʕ細胞の安全性と品࣭をͲ͏確保するか
ʕʯ，名古԰大学第39ճ創薬Պ学ηミナー（2015.11）

佐藤ཅ࣏，ʮ本๜に͓ける࠶生医ྍ等製品・遺伝子࣏ྍ
ʕ৽しいن制とͦのԤถとのൺֱʕʯ，EFPIAόイΦ医
薬品部会ษ強会（2015.12）

佐藤ཅ࣏，ʮ೔本に͓ける࠶生医ྍ等製品のن制とͦの
国ࡍൺֱʯ，生産開発Պ学研究所第120ճ医工学フΥーラ
ム（2016.1）

佐藤ཅ࣏，ʮ࠶生医ྍ等に用いる細胞の品࣭・安全性評
価法の開発ʯ，೔本医ྍ研究開発機ߏレギュラトリーサ
イエンス公開シンポジウム（2016.2）

佐藤ཅ࣏，ʮ৽法ద用ޙの࠶生医ྍをऔりڥ؀͘רม化ʯ，
೔本医ྍ研究開発機࠶ߏ生医ྍ産業化プロジェクト第2
ճϢーβーフΥーラム（2016.2）

佐藤ཅ࣏，ʮ೔本に͓ける࠶生医ྍ等製品ʗ特定細胞加
工物のن制とͦの国ࡍൺֱʯ，食品೶医薬品安全性評価
ηンター第23ճ学ज़講演会（2016.2）

佐藤ཅ࣏，ʮ࠶生医ྍ等製品(細胞加工製品）の品࣭・安
全性確保ʯ，薬学ৼڵ会ઌ୺創薬Պ学講࠲ηミナーコー
ス2016（2016.2）

遊佐敬介，ʮ細胞加工品のウイルス安全性についてʯ，第
16ճ医薬品等ウイルス安全性シンポジウム（2016.2）

内田恵理子，ʮ遺伝子࣏ྍ用製品の品࣭及び安全性の確
保に関するࢦ਑ʯ，遺伝子࣏ྍྟচ試験トレーニングコー
ス（2015.7）

₫島由ೋ，ʮカラー CLの֨نద߹性と色素ࡏہ性につ
いてʯ，೔本コンタクトレンζڠ会主࠵厚࿑Պ研ษ強会

（2015.10）

₫島由ೋ，ʮ医ྍ機ث（カラーコンタクトレンζ）試験
法のトϐックスʯ，第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会

（2015.12）

₫島由ೋ，ʮΦκン ʖ ա酸化水素ࠞ߹ガスによるエン
ドトキシンのෆ活化なΒびにޮەࡴՌʯ，第31ճGMPと
όリデーシϣンをΊ͙るॾ໰題に関するシンポジウム

（2016.3）

₫島由ೋ，ʮ医ྍ機ثの実用化促進をࢧԉするࡦࢪと生
体ద߹性評価のج本的ߟえ方ʯ，೔本化学会第96य़ق年
会（2016.3）

中岡ཽ介，ň生体安全性評価についてŉ，第32ճ医用高
分子研究会講࠲ʮマテリアル研究かΒ医ྍ機ث研究΁ʯ

（2015.11）

中岡ཽ介，ňόイΦマテリアルと安全性試験ŉ，国立大学
法人௕岡ٕज़Պ学大学専門職大学Ӄٕज़ܦӦՊシステム
安全専߈に͓ける特別講演（2015.11）

中岡ཽ介，ň国ܦࣄװࡍ験ஊ及び医ྍ機ث分野国ࡍඪ४
化のݱ状についてŉ，平成27年度第2ճISO国ࡍඪ४化研
मʵ上ڃฤ（2016.1）

中岡ཽ介，ň医ྍ機ثに関連した国ࡍඪ४化状況につい
てɿISO�TC…150（外Պ用インプラント）を中心にŉ，ʮISO�
TC…150（外Պ用インプラント）とόイΦηラミックス
の国ࡍඪ४化の状況ʯ講演会（2016.1）

৽ޗ৳ݟ，ʮレギュラトリーサイエンスの実ફ（医ྍ機
開発）ʯ，೔本薬学会第136年会（2016.3）ث
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৽ޗ৳ݟ，ʮ医ྍ機ث開発ࢧԉωットワークに͓ける国
立医薬品食品衛生研究所のࡦࢪʯ，第2ճ全国医ྍ機ث開
発会議（2016.1）

৽ޗ৳ݟ，ʮ医ྍ機ث部の研究঺介ʯ，第35ճヒューマン
サイエンスૅج研究講श会（2015.9）

৽ޗ৳ݟ,…lGovernment-private…Sector…Joint…Research…
Project… to…Establish…and…Standardize…Immunogenicity…
Assays… in…Japanz,… ೔ 本 薬 物 動 態 学 会 第30ճ 年 会

（2015.11）

五十嵐良明，河上強志，ʮアレルギー࣬ױにରする産׭
学連ܞをޠり߹͏ʯ，藤田保健衛生大学ʮアレルギー࣬
೦講演会（2015.4）ه開ઃ࠲医ྍ学ʯ講ࡦରױ

খྛ߂ݑ，ʮ平成27年4݄に改正͞れた水ಓ水࣭検査方法
についてʯ，水ಓ水࣭ج४の動޲と水ಓ水࣭検査法ηミ
ナー（2015.5）

খྛ߂ݑ，ʮ水ಓ水࣭ج४͓よび検査法の最৽動޲ʯ，水
ಓ水࣭分析・ڥ؀分析ηミナー 2015（2015.6）

খྛ߂ݑ，ʮ水ಓ水࣭検査をऔりݱ͘ר状ʯ，NMIJඪ४
物࣭ηミナー 2015ɿ健߁をࢧえる水の分析とඪ४物࣭

（2015.9）

খྛ߂ݑ，ʮ水ಓ法とܭ量ඪ४との関Θりʯ，平成27年度
第1ճ国ܭࡍ量研究連བྷ委員会（2015.9）

五十嵐良明，ʮ߳হ品の安全性評価研究΁のICP-MSのԠ
用ʯ，プラζマ分ޫ分析研究会第95ճ講演会（2015.10）

খྛ߂ݑ，ʮ化学物࣭によるҿྉ水の水࣭ҟৗ΁のରԠʯ，
第29ճ公ऺ衛生৘報研究ڠ議会研究会シンポジウムɿҿ
ྉ水のة機ࣄҊにରする関܎機関の連（2016.1）ܞ

খྛ߂ݑ，ʮ水ಓ水࣭検査法に͓ける最৽の৘報とޙࠓ
の動޲ʯ，平成27…年度஍方衛生研究所全国ڠ議会衛生理
化学分野研म会（2016.2）

খྛ߂ݑ，ʮ水ಓ水࣭検査のਫ਼度؅理について ʖ 検査ਫ਼
度޲上のポイント ʖ ʯ，平成27年度…ҿྉ水検査ਫ਼度؅
理調査に関する研म会（2016.3）

久保田ྖ志，ʮ平成28年度౷Ұ試ྉを用いたਫ਼度؅理調
査についてʯ，水ಓ水࣭検査ਫ਼度؅理に関する研म会

（2016.3）

久保田ྖ志，ʮ水࣭検査の৴པ性に関するऔり૊Έと最
৽の水࣭検査についてʯ，平成27年度ਆ奈川ݝ水ಓ水࣭
検査機関ٕज़研म会（2016.3）

Akiyama…H,… lRisk…Analysis… on…Food…Additives… in…
Japanz,… International…Symposium…on…Food…Additives�…
Risk…Science,…Control…Measures… and… Industry…Best…
Practices…(2015.7)

穐山浩，ʮ機ೳ性食品の安全性についてʯ，2015年度ઌ୺
食品ηミナーʵ健߁機ೳと食品ʵ（2015.9）

堤智昭，ʮ食品中のPCBs分析に関する国内外の状況と実
態調査ʯ，第7ճPCB講演会（2016.2）

穐山浩，ʮࡏݱのグルテン検出ݶք஋とখഴアレルギー
の状況ʯ，ࣗ由ຽ主ౘ内ษ強会（2016.3）ऀױ

大槻崇，ʮ食品中の؁ຯྉ分析についてʯ，（Ұ社）食品
衛生ొ࿥検査機関ڠ会食品ఴ加物研म会（2015.10）

ਿ本௚樹，ʮ定量NMRと͸ʁ…公定法΁のಋ入のҙٛʯ，
CSJ化学フェスタ2015（2015.10）

ਿ本௚樹，ʮطଘఴ加物֨ن化のޙࠓの課題ʯ，第46ճ食
品ఴ加物フΥーラム（2015.8）

ਿ本௚樹，ʮ࣓֩ڞؾ໐スϖクトル測定法の改正とٕज़
ֵ৽ʯ，೔本薬学会第136ճシンポジウム（2016.3）

࿡ࣛݩ雄，ʮ食品安全委員会に͓ける安全性評価につい
てʯ，ҭ児用品衛生連བྷڠ議会講श会（2015.11）

࿡ࣛݩ雄，ʮث۩・༰ثแ装に関する厚生࿑ಇ行政の最
ۙの動޲ʯ，ҭ児用品衛生連བྷڠ議会講श会（2015.11）

Ѩ部裕，ʮೕ༮児用؝۩の実態調査݁Ռʯ，ҭ児用品衛生
連བྷڠ議会講श会（2015.11）

河村葉子，ʮ第80ճJECFA会議報告ʯ，೔本ఴ加物ڠ会・
೔本߳ྉ工業会（2015.8）

ே倉宏，ʮ細ە性食中毒についてʯ，川崎ࢢࢢຽ公開講࠲
（2015.11）
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ே倉宏，ʮカンϐロόクター食中毒と，食೑・食ௗ೑衛
生に܎る課題఺ʯ，全国஍方衛生研究所ڠ議会ۙࢧـ部
細ە部会研究会（2015.11）

Asakura… H,… lDetection… and… removal… of…Listeria…
monocytogenes … in… lightly… pickled… vegetables… at…
manufacturez,…ICMSF2015…annual…meeting…(2015.11)

ே倉宏，ʮ食ௗ೑のカンϐロόクターԚછの制御につい
てʯ，平成27年度食ௗ೑衛生発表会（2016.1）

大৓௚խ，ʮԼཀྵ性֋毒（Φカμ酸܈）の৽ن制஋と検
査法ʯ，第109ճ೔本食品衛生学会学ज़講演会ڭҭ講演

（2015.5）

大৓௚խ，ʮԭೄ஍۠のフグの毒性ʯ，平成27年度೔本水
産学会秋ق大会ミニシンポジウムʮフグ食の安全性確保
ʕ೔本Ԋ؛フグྨの分ྨと毒性のݟ௚しʯ（2015.9）

大৓௚խ，ʮࣗવ毒食中毒かΒݟたԭೄの஍Ҭ特性ʯ，平
成27年度ԭೄݝ食品の安全安心講श会ʮࣗવ毒食中毒を
๷ࢭし，正しい஌ࣝを਎につけよ͏ʯ（2015.10）

大৓௚խ，ʮڕ介ྨの毒-ւ༸生物毒による食中毒-ʯ，平
成27年度明࣏薬Պ大学ࢢຽ大学講࠲ʮࣗવと健߁をߟえ
るʯ（2015.11）

大৓௚խ，ʮԼཀྵ性֋毒の৽ن制஋と検査法ʙࣗવ毒に
ରするن制஋ઃ定の課題ʙʯ，第52ճ全国衛生化学ٕज़
議会部門別研究会（食品部門）（2015.12）ڠ

大৓௚խ，ʮւ産生物毒の性状，֐ة性，分析法ʯ，ؠ
手大学FAMS成Ռ発表会ฒびに動物医Պ学系講演会

（2016.3）

岡田由美子，ʮリステリア・Ϟノサイトゲωスの試験法
とଥ౰性確認についてʯ，平成27年度（Ұ社）食品衛生
ొ࿥検査機関ڠ会ඍ生物研म会（2015.12）

岡田由美子，ʮリステリア・Ϟノサイトゲωス等の৽し
い試験法についてʯ，第28ճ஍方衛生研究所全国ڠ議会
関౦ߕ৴੩ࢧ部細ە研究部会研究会（2016.2）

上間ڡ,…lTopics…on…norovirus…in…Japanz,…12th…Asian…
Congress…of…Nutrition…(2015.5)

上間ڡ，ʮウイルス性食中毒について（ノロウイルス・

ʮ食中毒࠲Ұൠ公開講ࢢԌウイルス）ʯ，川崎؊ܕ̚
かΒ਎をकΖ͏ʙ最ۙ࿩題の食中毒のݱ状とରࡦʙʯ

（2015.11）

上間ڡ，ʮ食品かΒのウイルス検出法のݱ状と課題ʯ，第
36ճ೔本食品ඍ生物学会学ज़総会（2015.11）

野田衛，ʮ৽ܕノロウイルスかΒ਎をकΖ͏ʯ，明࣏薬Պ
大学ࢢຽ大学講（2015.12）…࠲

野田衛，ʮノロウイルスによる食中毒のݱ状とରࡦʯ，ফ
අऀிɿ食品に関するリスクコミュニέーシϣン-ノロ
ウイルスによる食中毒を༧๷し·しΐ͏-（2015.12）

野田衛，ʮノロウイルスによる食中毒のݱ状と課題ʯ，೔
本食品衛生ڠ会ʮノロウイルスによる食中毒のたΊのର
講श会ʯ（2015.11）ࡦ

野田衛，ʮノロウイルスによる食中毒のݱ状とରࡦʯ，ফ
අऀிɿ食品に関するリスクコミュニέーシϣン-ノロ
ウイルスによる食中毒を༧๷し·しΐ͏-（2015.11）

野田衛，ʮノロウイルスによる食中毒・感છ঱ରࡦにつ
いてʯ，平成27年度ؠ手ݝ食の安全安心リスクコミュニ
έーシϣンɿノロウイルスによる食中毒，感છ঱をߟえ
るシンポジウム（2015.11）

野田衛，ʮノロウイルス食中毒の༧๷とରࡦʯ，෱島ݝ食
品衛生ڠ会ʮノロウイルス食中毒の༧๷とରࡦʯ講श会

（2015.10）

野田衛，ʮノロウイルス感છ঱・食中毒ରࡦʯ，ԣ඿ࢢ講
演会（よ͜͸·੢・Ϗルڠڥ؀議会）（2015.6）

野田衛，ʮノロウイルス食中毒・感છ঱のݱ状とରࡦʯ，
೔本薬剤師会平成27年度公ऺ衛生委員会（2015.5）

工藤由ى子，ʮ清ྋҿྉ水中のԚછ原Ҽ物࣭に関する࿩
題ʯ，生活とカϏに関する講演会（2015.6）

工藤由ى子，ʮ食品に͓ける௎؅出݂性大௎ەの検査法ʯ，
衛生ඍ生物ٕज़ڠ議会第36ճ研究会（2015.7）

๘ਢլڿ子，ʮ食品及びڥ؀試ྉ中の์ࣹ性物࣭の分
析法ʯ，第14ճ表ࣔ・ݯى分析ٕज़研究࠙ஊ会講演会

（2016.1）
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य़೔文子，ʮ国ࡍ食品ඍ生物֨ن委員会（ICMSF）につ
いて…ʯ，ifia…JAPAN…2015食の安全・Պ学フΥーラム…第
14ճηミナーˍ国ࡍシンポジウム（2015.5）

य़೔文子，ʮ食品安全のリスクアナリシスʯ，リスク解析
ઓུ研究ηンター公開講演会ʮリスクՊ学のフロンティ
アʯ（2015.6）

੨木良子，ʮԤถͰのRMP実ࢪ状況，実ࡍ上の໰題఺，
改ળに޲けた検討߲ࣄ等の調査ʯ，厚生࿑ಇՊ学研究ʮ医
薬品リスク؅理ܭը制度のண実かつޮՌ的な実ࢪのたΊ
のج൫的研究ʯ総߹研究報告ॻ（H24-H26年度の研究݁
Ռ）報告会（2015.6）

実態のਪ定ʯ，厚生࿑֐田๜宏，ʮ食品ഔ介感છ঱ඃۼ
ಇল薬ࣄ・食品衛生審議会食品衛生分Պ会食中毒部会

（2016.3）

ొ田美ࡩ，ʮコーデックスに͓けるۙ年஫໨の食品֨ن
の動͖ʯ，ifia…JAPAN2015…食の安全・Պ学フΥーラム…
第14ճηミナーˍ国ࡍシンポジウム（2015.5）

ొ田美ࡩ，ʮ食品安全のレギュラトリーサイエンスͰٻ
ΊΒれる専門性とコミュニέーシϣンೳྗʯ，第42ճ೔
本毒性学会学ज़年会ब職活動ࢧԉプログラム（2015.6ŋ7）

੊山智߳子，ʮ食品中に含·れる༷ʑな発がん物࣭のリ
スクについてʯ，෱島ݝফඅ生活課主࠵ʮ食と์ࣹೳʯ
に関する説明会（2015.6，2015.7）

੊山智߳子，ʮ΄んと͏のl食の安全lをߟえるʯ，家庭Պ
えߟ職員（食ҭ୲౰）ର৅ηミナーʰ食ҭをՊ学的にڭ
る… （ɦ2015.7）

੊山智߳子，ʮ΄んと͏のʰ食の安全ʱってなんͩΖ͏ʯ，
౦ژ౎平成27年度学ߍӫཆ職員等研म会（2015.8）

੊山智߳子，ʮ食品安全リスク分析かΒΈた健߁食品ʯ，
第35ճ…社෱ڠ健߁食品フΥーラム（2015.11）

੊山智߳子，ʮ΄んと͏のʰ食の安全ʱってなんͩΖ͏ʯ，
ਿฒ۠ӫཆ職員研म会（2016.1）

੊山智߳子，ʮ食品安全リスク分析かΒΈた健߁食品ʯ，
山སݝ食の安全・安心をޠる会（2016.2）

੊山智߳子，ʮ食品中の化学物࣭のリスク評価についてʯ，

SRMクロスΦϐニΦンηミナー（2016.2）

ᜊ藤嘉朗，ʮॏಞ副作用発঱に関連するόイΦマーカー
の୳索研究進௙状況についてʯ，೔本製薬ஂ体連߹会ʮ医
薬品の安全ରࡦに関する講श会ʯ（2015.9ŋ10）

ᜊ藤嘉朗，ʮॏ঱薬਄関連遺伝子研究の最ۙの動޲ʯ，೔
本アレルギー学会第2ճ総߹アレルギー講श会（2015.12）

関野祐子，ʮヒトiPS細胞由来分化心筋細胞を用いたඇྟ
調試験法開発のల๬ɿJiCSAのऔり૊Έʯ，第3ճໄ島会
議（2016.2）

関野祐子，ʮヒトiPS分化細胞を用いた安全性薬理試験法
のઌಋ的な開発と国ࡍඪ४化ઓུʯ，第1ճAMEDレギュ
ラトリーサイエンス公開シンポジウム（2016.2）

関野祐子，ʮヒトiPS細胞の創薬に͓ける実用化医薬品安
全性評価の改定に޲けた国ڠࡍ調ʯ，iPS細胞Ϗジωスڠ
議会第18ճ৘報ަ׵会（2015.11）

関野祐子，ʮヒトiPS分化ٕज़を活用した医薬品安全性評
価法の公定化にٻΊΒれる検ূ実験についてʯ，千ཬラ
イフサイエンスηミナー J3（2015.9）

諫田泰成，ʮヒト…iPS…細胞由来の成ख़心筋細胞の作製と
ඪ४化に޲けた࣍ੈ୅評価法の開発ʯ，第3ճໄ島会議

（2016.2）

諫田泰成，ʮヒトiPS細胞由来心筋細胞による৽しい安
全性評価法の大ن໛検ূ実験ɿJiCSAのऔり૊Έʯ，第
1ճAMEDレギュラトリーサイエンス公開シンポジウム

（2016.2）

佐藤薫，ʮඇྟচ薬理試験に͓いてヒトiPS細胞由来ਆܦ
細胞を活用するたΊにඞཁな͜とʯ，千ཬライフサイエ
ンスηミナー J3（2015.9）

…会ICHڠえ方ʯ，೔本製薬工業ߟ༰஋のڐ瀬明඙，ʮ޿
M7,…23Dステップ4ガイドライン説明会（2015.4）

ഔガ༹ཹ࢒瀬明඙，ʮ23C(R6)…Maintenance�…医薬品の޿
イドラインʯ，೔本製薬工業ڠ会ICH…೔本シンポジウム
2015（2015.7）

…瀬明඙，ʮPDE஋を௒える৔߹のଥ౰性の説明͓よび޿
ガイドラインにないݩ素のڐ༰レϕルʯ，೔本製薬工業
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会ICH…23Dガイドライン͓よびトレーニングマテリڠ
アル説明会（2016.3）

খ島ഹ，ʮ動物実験୅ସ法についての各国の動͓޲よび
最৽研究ʯ，2015年೔中化হ品国ڠྲྀަࡍ会年度ަྲྀイ
ϕント（2015.6）

খ島ഹ，੢川秋Ղ，ʮJaCVAM…update（೔本動物実験
୅ସ法評価ηンター）進௙ʯ，International…Cooperation…
on…Alternative…Test…Methods… (ICATM)…Coordination…
meeting…(2015.6)

খ島ഹ，ʮ動物実験୅ସ法の国内外の最৽動޲ʯ，ൽෘ
ҭηミナーڭ研究クラスターフΥーラム第10ճૅج

（2015.7）

খ島ഹ，ʮ国立衛研の立৔ʯ，第3ظ೔本化学工業ڠ会
LRI研究報告会（2015.8）

Kojima…H,… lDevelopment…and…validation…of…alternative…
to…animal…testingsz,…ITRI…seminar…(2015.9)

山田隆志，ʮ化学物࣭の൓෮౤༩毒性を༧測するπールɿ
HESSʯ，第3ظ೔本化学工業ڠ会LRI研究報告会（2015.8）

山田隆志，ʮ化学物࣭؅理に͓けるin…silico評価手法の活
用状況ʯ，2015年度化学品؅理のたΊの2SARηミナー

（2015.10）（ฤૅج）
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